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ゲーテの短篇小説
谷　崎　英　男
1．序　　　説
　ドイツ文学において短篇小説というジャソルを表わす概念として，rノヴェ
レ」（NOve1le）という言葉を初めて用いたのはヴィーラソト（C・M・Wi・land）
（1733－1813）であったが，当時はまだノヴェレという言葉はドイツ語としては最
終的なものとしては定着しておらず，ゲーテが1828年に出した短篇小謝こみず
から模範を示すかのようにr短篇小説』（NOvelle）という題名をつけたこと，
また『エッカーマソとの対話』の中でrノヴェレとは例のたい事件の生起にほ
かならない」ことを強調した点ωについては，別稿で述べた通りである。②こ
こでぱゲーテの短篇小説全般を取上げて論じてみたいと思う。
2．ゲーテと短篇小説
　もともとゲーテにとっては物語の語り手としての才能は生来のものであっ
た。彼自身その自叙伝『詩と真実』（Dicht㎜g　md　W・hrheit）の中でr想像力
が呼び起こし，つかむことのできるすべてのものを，明るく力強く表現したり，
人に知られた童話を作り直したり・また別の童話を作り出して物語ったり，さ
らには物語りながら創作する」才能を母親からさずかったことを告白している
し，r少年や，私に好意をもつその他の人達にお伽ばたしを話してやって彼ら
をひじょうに喜ぼせることができた。ことに彼らは私が一人称で話をするのを
好んだ」とも述べている。幼年時代ばかりでなく・青年になってからもゼーゼ
ソハイムで1770年，当時シュトラースブルクの大学生であったゲーテは，18歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　741
　80
の牧師の娘フリデリーケ・ブリオン（Friderike　Brion）にr新メルズィーネ」の
話を聞かせたりした。長じてもヴァイマールの宮廷でも婦人達に，またカルル
スバートで知り合った湯治客にも，物語をすることによって人びとを楽しませ
ており，老年になっては自分がrたくさんの童話をひろがらせた」ことを自慢
している。
　しかしながらゲーテに「ノヴニレ」というジャソルを確立しようとする機が
熟してきたのは，1794年にシラーに月刊誌rホーレン』（Horen）への協力を頼
まれ・シラーに一連の物語を書くことを約束したときであった。このさいにゲ
ーテばrr千一夜物語』の作老のようなやり方をしたい」と述べている。ゲー
テがこのように一連の物語を企てたときは，従来あったような却興的た物語と，
これから作り出そうとしている芸術的な表現とのあいだの区別をはっきり意識
していた。当時彼は文学におげる内容と形式との関係を研究しはじめ，文学的
素材はその中にひそんでいる可能性を最高に高めるためには，正しい文学的な
ジャソルと芸術的表現の適切な形式が必要であることに気がついた。そしてロ
マーンとは違って，典型的な個々の事件を表現する物語にはイタリアのポッカ
チオ（1313－1375）が『十日物語』（Deckameron）のなかで広めたノヴェレの形態
が適当な古典的な様式であることを認めたのである。
　ところでこのイタリアで生れたノヴェレはルネッサソスの申し子であり，明
らかに14世紀および15世紀のイタリアの商人階級の杜会的上昇と密接に結びつ
いていた。これらのイタリアのノヴェレのなかには，その増大する富が新し
い権力要素になりつつあった杜会層の自意識，傲慢，運命のたわむれなどが映
し出されている。18世紀の終りになるとドイツにおいても，かなり高度な市民
的杜交の時代がばじまり，ヴァイマールや，イェーナの浪漫派の人達のサーク
ルのなかや，ヘソリエッテ・ヘルツ（H㎝riette　Herz）値】やベルリーンのラーエ
ル・レーヴィソ夫人（Rahel　Le・亘n）ωのサロソでは共同の精神的関心と友情と
活気にみちた会話の花が咲きほこっていた。ゲーテが18世紀にルネッサソス時
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代の芸術愛好サークルとその物語文学とのあいだの内的相関関係を感じ取った
のは，彼のすぐれた歴史的感覚を示すものといえよう。なぜなら当時のヴァイ
マールは600の小さな家に住んでいた6，000人の住民しかいない小都市にすぎ
なかったし，その家も大部分は屋根板でおおわれ，なかにはわらぶき屋根の家
もあり，スタール夫人の言葉によれぼ，町とか村というよりは大きなr百姓屋
敷」にすぎなかったからである。
　しかしながら杜交的な会合の席で即興的に物語を作り出すのに何の苦労も
いらなかったゲーテも，はじめのうちはノヴェレというジャソルのもつ内的法
則性を大して熟知している訳ではたかった。そこでフラソスの手本を頼りにし
て・その翻訳や改作によって組織的に芸術的要求をみたそうと試みたのであっ
た。1795年の5月に生れた『弁護士』（Der　P・0ku・atOr）がその代表的なもので
ある。
　と同時にまたゲーテはいくつかのノヴェレを「枠小説」（Rahmenerz註hl㎜g）
によって統一した形に綜合するシリーズ形式にも心を動かされていた。この形
式は古くは『千一夜物語』，r＋日物語』，チョーサーの『カソタベリ物語』
などに見られるもので，ゲーテは『ドイツ亡命者の会話』（Unte・h・ltmgen
deutsche・Ausgew・nd・・ten）によってこの形式をドイツ文学に導入した。この形
式は後にE．T．A．ホフマン（E・T・A・Ho丘m・m，1776－1822）のrゼラピオン同
人』（SerapiOnsbrもder），C．F．マイヤー（C・F・Meyer・1825－1898）の『聖老』
（Der　Hei1ig・），G．ケラー（G－Kelle・，1819－1890）の『寓詩物語』（D・s　Simge・
dicht）などに採用されている。このシリーズ形式の物語の中でゲーテがイタ
リァの短篇小説術の原理をドイツ文学に取り入れたのは抽象的な形式讃美から
でなく，近代の市民的な物語技術の基礎として役立つと思われる過去の遺産と
の創造的な対決によってであったのである。『ドイツ亡命老の会話』の導入部
分は当時における焦眉の問題の一つであるフランス革命の影響下におけるドイ
ツ人の生活を取り扱っており，男爵夫人をかこむ亡命ドイツ人たちの会話のシ
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リーズの形を取ってい孔大部分は遠いあるいは近くの差はあるが，7ラソス
またはイタリアの過去の素材が物語として語られているが，r若きフェルディ
ナントの困惑』（Die　Vemirr㎜g　des　j㎜9en　Ferdinand）は18世紀のドイツの市
民杜会の生活を描いている。また『童話』（Das　M註rche・）も同様にその題材を
当時の生活に求めている。このような童話がこのシリーズのなかに組み入れら
れたのは，当時はまだジャンルどうしの境界が確然としておらず，ゲーテが物
語と童話とのあいだを原則的に区別しなかったことによるのである。
　その後の創作過程においても，ゲーテは文学的に完成された物語の形式を見
失うことはなかった。クライストや浪漫派の詩人たちが19世紀初期のドイツ文
学において，ノヴェレという新しいジャンルを確立してしまったあとでも，そ
れはゲーテがくり返しくり返し獲得しようと努力した文学形式の一つであった。
たとえば1798年の初めにもゲーテはシラーにむかって，この分野での新しい
企てのことをrところで私はおよそ半ダースの童話と物語を書こうと考えてい
ます。私はこれを『亡命者の会話』の第2部として取り扱い，全体をいささか
補足し，私の著作の続きとして出版します」と書き送っている。しかしながら
ゲーテが一部は長い問持ち回っていたいくつかの物語を完成するにいたったの
は，ようやく1807年の夏のことであった。
　『聖ヨーゼフ物語』（JOsePhsgeschichte）や，r新メルズィ㌧ネ』（Die　neue
Melsine）や，r危険な賭』（Die　ge跳・liche　Wette）や，『50歳の男』（De・
Mam　T㎝揃nf・ig　J・h・・n）の初めの章や，r白痴の巡礼女』（Die　pi1g・mde　T6・in）
は当時作られたものである。これらの作品はすべてその材料形態や作者の主観
的な体験内容から生れた独自の形成理念をもち，文体や語調もそれぞれ独自の
ものである。
　ゲーテは1708年にrサソ・ヌーヴェル・ヌーヴェル』や，r＋日物語』や，
『千一夜物語』を読み，カノレルスバート滞在中にふたたび一つのシリーズ物を
構想した。これはゲーテがノヴェレの起源を杜交的な会話と口頭による物語の
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なかに求めるべきであると考えていたもので，この構想も導入部と，いくつか
の話を結びつげる本文があって，読者がある一つの杜交の場所へ移し入れられ
る形式になっていた。しかしながらこのプランは実行されるまでにはいたらな
かった。それでもゲーテは『親和力』（Die　Wahlvemandtschaften）（1809年）の
なかのrきまぐれた隣りの子供たち』（Die　w㎜de・1ichen　Na・hbarskinde・）や・
『詩と真実』（1811年）の第2章にある『新パーリス』（De・neue　Pa・is）のよう
に，個々に物語を提出したときも，それらをできる隈り関連をもった枠のなか
へ組み入れることを忘れなかったのである。
　そして1797年に稿を起して1812年に完成した『新メルズィーネ』をはじめ約
20年にわたって書き上げられた数篇の短篇小説は最後に1829年ゲーテの死の
3年前，80歳の年に完成した『ヴィルヘルム・マイスターの遍歴時代』のなか
に組み入れられるにいたるのである。『ヴィルヘルム・マイスターの遍歴時代』
のなかに組み入れられている短篇小説は上記の『新メルズィーネ』のほかに，
『聖ヨーゼフ物語』，r白痴の巡礼女』，r裏切者はだれか』（Wer　ist　der　V・r・ater？），
『栗色の娘』（Das　nuBbraune　M註dchen），『50歳の男』，『溺死した少年』（Der
ertrunk・ne　Kn・b・），r危険な賭』，r度をすごすなかれ』（Ni・ht・u　weit）である。
　以上のような枠組みに入らず，唯一つ独立した作品として作られ・ゲーテが
ノヴェレの典型を示そうと考えたものはr短篇小説』（No・elle）（1928年）であ
る。このなかにはゲーテがすべての物語のなかで得ようと努めた内容と形式が
広く綜合されているといってよく，その隈りではある意味で，ゲーテの短篇小
説の頂点をなすものといってよいであろう。以下個々のノヴェレについての考
察に移ろう。
3．個々の作品
『ドイツ亡命者の会話』
この枠小説の導入部は，オーストリーとプロシャの連合軍がフラソス革命軍
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に対して行なった第一次連合戦争のあいだのライソラ1■ド地方の混乱した生活
から，その題材を取っている。従ってこの作品もゲーテがフラソス革命にその
素材を求めた作品のうちの一つといってよいが，そのテーマは革命そのもので
はなく，ライソ川の左岸をフラソス軍に占領されたために，右岸へ逃げて戦局
の行方を見守る親しい家族的な伸間の生活を取り扱ってい私
　ゲーテがフランス革命の暴力に好意をもっていなかったことは，この作品の
冒頭の言葉からただちに読み取れる。革命軍のライソヘの進出をrドイツ，ヨ
ーロヅパ，のみならずそのほかの世界にとって不幸な日々」（ung1亡cklich・T・9e，
we1che地「Deutschland，揃「EurOPa，ja地r　die舳rige　Welt）と書いているからで
あ私ゲーテがフランス革命に対してどういう考えをいだいたかという問題も
犬きな間題であるが，結論的にいえぱ30年後に『エッカーマソとの対話』
（GesP・査che　mit　Goeth・）のなかで語っているように「革命の友でもなく」また
r現存するものの友」でもなく，自然がrどこにも永続的なもの，停止したも
の，完結したものがなく，むしろ万物がたえず流動のなかでゆれ動いている」
ことを彼に教えたように，r時代もたえず前進しつつあり，人間のやることな
どは，50年ごとにちがった形態を敢るのだから，1800年には完全であった制度
も，1850年にはもう欠陥となってしまう」と考えていたとみるのが正しいであ
ろう。㈲
　さて書き出しに続いて・マインソ共和国を建設したトイツの民主主義老たち
をギロチソにかけるべきだと主張する反革命的な枢密顧問官と，革命から新し
い太陽の出現を期待する理想主義的なドイツ青年が登場し，激しい議論のすえ，
顧問官は激昂してその席を去ってしまう。そこで解散を余儀なくされそうにた
った一行に，男爵夫人がおさめに入り，政治論議の代りに物語をすることを求
め，それに応じていくつかの物語が語られる形式になっている。従ってこのノ
ヴェレはフランス革命に題材を求めたといっても，それを真正面から取り上げ
たものではなく，時代の政治的現実からの逃避といってよいであろう。そして
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その形式からいうと，前述のようにベストからのがれたフローレソスの人々の
物語が出発点になっているポッカチオの『十日物語』にさかのぼるものである
ことはいうまで’もないo
　第1話として語られるのはr女流歌手アントネリ』（Die　S査ngerin　Antone1li）
の話で，1795年の2月にrホーレソ』の2冊目にはじめて印刷されたものであ
る。ここに描かれている事件は，ゲーテが，アウグスト公が有名なフラソスの
女優クレーロン（Clai・㎝）についてパリから受け取った報告のなかから見聞し
たもので，舞台をパリからナポリヘ，女優クレーロソを歌手アントネリにかえ
ている。このような幽霊物語は当時どこでも好んで読まれた題材である。
　第2話として語られるのは『なぞのノックの話』（DieGeschichtevondem
・註tselh・ften　Klopfen）である。この話も第1話と同じように気味の悪い話であ
るが，第ユ話のように墓場のなかでやすらぎを見出せたい死人の話ではなく・
病的な強迫観念と分裂意識にたやむヒステリー女性の話である。
　第3話はrバッソソピェール宮内官の話』である。この話のもとは1631年か
ら1643年まで囚人としてバリのバスティーユですごし，そこで思い出を書いた
フラソスの宮内官フラソソワ・ドゥ・バッソソピェール（Franεois　de　Basso皿一
pierre，1579－1646）の回想録である。ゲーテは1794年から95年の冬にかけてヴァ
イマール大公の図書館からこの本を借りて読んだのであ飢前2話とはちがっ
て情事をあつかった2つの話からなっている。
　第4話は『弁護士』（DerP・oku・・tor）である。断食療法を処方することによ
って，若い夫人を恋のやまいからなおす賢明な法律家の話で1イタリアのルネ
ッサソス時代の世俗的なたくましい市民性や・陽気さや・風刺的なしゃれに対
する好みが色こくあらわれている。ゲーテはこの寓話をフランスの『サン・ヌ
ーヴニル・ヌーヴェル』から取ったもので，話の終りは18世紀末に支配的であ
ったドイツ啓蒙主義にふさわしく，教訓話になっている。しかも断食療法とい
うようなr転回点」（Wendep㎜kt）が用いられ・文体も簡潔で・きびしい構成
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をもち，rドイツ亡命者の会話』のなかのノヴェレのなかではもっとも文学的
にすぐれたものといってよい。ゲーテがあまりにも原典に固執しすぎ，しばし
ば文章をそのまま翻訳しているというようなことで，原典の巧みな加工品にす
ぎないという批判も過去にはおこなわれているが，ゲーテがこの話を古典的な
芸術作品にまで高めたという点では異論がないであろう。
　第5話は『若きフェルディナソトの困惑』である。これまでの話がすべてイ
タリアか，フラソスに題材を求めるか，時代が不明であったのに対して，この
物語でゲーテははじめて18世紀のドイツの家族を取りあげてい孔その中心点
に立つのは当時の商人の家族であるが，このそティーフは啓蒙蒔代の家族小説
とドラマ化された家族像と関連をもっており，その主要モティーフであるrぬ
すみ」はA．W．イフラント（A．W－I個and，1759－1814）の戯曲『野心の罪』
（VerbrechenausEhrsucht）からヒソトをえたともいわれている。そしてそれに
愛のモティーフが重なり合うが，r弁護士』にでてくるイタリアの商人が，自
分の運命を冒険的な外国貿易企業にかける堂々たる航海老であったのに対して，
ここに登場するドイツの商人はきちんとした簿記をつげることすら必要としな
いまったく貧弱な存在でしかないのである。この商人にとっては，家族の犯罪
が人生をゆり動かす重大事件にな乱これもエソゲルスのいわゆるrドイツの
みじめさ」（deutsche　Mise・・）の一つのあらわれと考えてよいであろう。
　『ドイツ亡命著の会話』の最後を飾るのはr童話』（Das　M首・chen）である。
これは1795年の7月から8月にかけてカルルスバートヘ旅行したとき，途中で
構想を考え，9月に完成したものである。そして『ファウスト第2部』となら
んで，象徴化されたものが多く深い意味をもった童話である。ゲーテの生存中
にもこの童話の意義について色々と論議されたが，ゲーテ自身はわれわれの信
頼しうるような妥当な解釈は与えていない。フリッツ・ベットガー（Fritz
Bdttger）の解釈によると，「この童話の根本思想は古い没落しかけている秩序
を，全人類の叡智と美と力と友愛によって，より高度な浄化された国家へ克服
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すること」であるというが，この童話がその時期から見てフラソス革命に対す
るゲーテの考えと，なんらかの関違があることは疑いたいであろう。以上で
『ドイツ亡命者の会話』のなかに含まれているノヴェレは終りで，次にそのほ
かのノヴェレに移ろう。
　『きまぐれな隣りの子供たち』
　これも独立した短篇では1たく，長篇小説のr親和力』のなかにはさまれてい
るもので，タベの語らいのあいだにお客が物語る形になっている。つまりノヴ
ェレは口頭での語らいのなかから生ずるもので，グルーブの聴衆を前提とする
というゲーテの短篇小説方法の特色はここにもあらわれている。
　しかしながら親から将来夫婦になるようにきめられていた男の子と女の子が，
一度は反発心から別れるが，結局は結ぱれるという筋立てはr親和力』の主要
テーマと関連をもっている。
　『新パーリス』
　このノヴェレは前述のように，『詩と真実』1部の第2章に組み入れられて
いるもので，ゲーテは子供のときにしばしば遊び友達に童話を聞かせたことを
述べ，その一例としてこの童話をあげ，「この話は私が友達にたびたび繰返し
て話さなげればならなかったから，今もなおはっきり想像と記’慮のうちに浮ん
でくる」と書いてい私しかしゲーテがこの童話を書き取らせたのは1811年の
7月3日，62歳のときであった。題目のようにバーリスとヘレーナのギリシャ
伝説にもとづくもので，舞台はギリシャではなくフラニ■クフルトで，ゲーテ自
身がパーリスになっている。
　『聖ヨーゼフ物語』
　子供を生んだが，それとほとんど同時に武器をもった一団に夫がおそわれて
殺されるという目にあったマリアと結婚する聖ヨーゼフニ世の物語は『ヴィル
ヘルム・マイスターの遍歴時代』の冒頭を飾るものであ孔
　この物語の最初のめばえは1799年の5月10日のハイソリッヒ・マイヤーあて
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の手紙のなかに見られるが，1807年5月17日になってようやく日記のなかに。
r朝6時半に『ヴィルヘルム・マイスターの遍歴時代』の第1章を1コ述しはじ
める」とあり，それに続く数目で，rエジプトヘの逃避行』（Die　F1ucht　nach
AgPten），『聖ヨーゼフニ世』（S・nkt　Joseph　der　Zweite），r訪れ』（Die　Hei血such・
mg），r一茎の百合』（Die　Lilienste㎎el）のシリーズが完成したのである。全都
がはじめて公けにされたのは『1810年婦人年鑑』のなかにおいてであった。
　もちろんこの物語は同時に『遍歴時代』の導入部分でもあるので，『遍歴時
代』に登場する二人の人物，すなわちヴ／ルヘノレム・マイスターとその息子7
エーリクスがあらわれるが，かたわらで傍観する形になっている。
　『白痴の巡礼女』
　これもr遍歴時代』の第5章に組みいれられているもので・前記のr弁護
士』と同じくフランス語からの翻訳であ飢ゲーテはこの話を1789年の『読み
物手帳』（Cahie・s　de　lecture）のなかに『白痴の巡礼女』（La　foll・en　Pさlerinage）
という題で見出し，ひじょうに興味をもってみずからこれを筆写した。その写
稿は今でもヴァイマールのゲーテ文庫に保存されている。そして1798年にゲー
テはこのなかの物語詩（ROman・e）をシラーの『詩神年鑑』（Mesemlmanach，
1796－1800）のために翻訳しているが，1807年の8月に全部の物語に手を加え・
r1809年婦人年鑑』にはじめて出版された。
　『裏切老はだれか』
　このモノローグや対話を含んだ複雑なノヴェレは1820年に書かれ，1821年に
『遍歴時代』の第1版にはじめて公干聰された。ドイツのユーモア小説のもっと
も初期に属する作品の一つである。
　『栗色の娘』
　これも『遍歴時代』の第1巻の第11章にあるノヴェレであるが，今日行われ
ている『遍歴時代』では，あまりにも全体の話のなかに密接に組み入れられて
しまっているので，独立したノヴェレとみることはむずかしいであろう。従っ
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てベットガーもノヴェレのなかにこれを算入していない。㈹
　『50歳の男』
　このノヴヱレもr遍歴時代』の第2巻の第3章に挿入されているもので，
『ドイツ亡命老の会話』を一つのまとまったものと考えれば別であるが，ゲー
テのノヴェレのなかではいちばん長いもので，写実主義的な作品としてもっと
も現代に通ずるものをもっている。たとえぼ50歳のファウスト博士はグレート
ヒェンの求婚者になるために，魔女のくりやで若返りの飲物を欽むが，このノ
ヴェレの主人公50歳の少佐は若返りの手段として美容術を用いるのである。こ
のテーマはトーマス・マソ（ThOmas　Mam，1875－1955）の『ヴェニスに死す』
（Der　TOd　in　Vened三g）を想起させる。
　このノヴェレの足取りが最初に見出されるのは1803年10月5日のゲーテの日
記であり，1808年の4月11日の日記には，もっとも初期の構想がしるされてい
乱そして断片として1817年にr婦人年鑑』のなかに発表されたが，最終的な
形をとったのはようやく1827年のことで，1829年にr遍歴時代』の第2稿に取
り入れられた。ここでは事件が愛の不条理の例として物語られ，愛の不自然た
結合は結局諦念と放棄を要求し，文字通り『諦念の人びと』という表題をもっ
た『遍歴時代』にふさわしいものである。
　『溺死した少年』
　これも『遍歴時代』の第2巻の第11章に組み入れられているもので，r遍歴
時代』のなかのノヴェレが，ロココ風の上流杜会の環境のなかで演ぜられるの
が多いのに対して，このかにを取りに行ってほかの4人の子供たちと一緒に溺
死する漁夫の子供の話はむしろ下層階級に属する人びとの話であ乱そして老
ゲーテの特色を示す散文で1829年のr遍歴時代』の最終稿ではじめて公けにさ
れた。
　『新メルズィーネ』
　これも『遍歴時代』の第3巻第6章に組み入れているもので，人間と小人の
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女の愛の物語であ乱このようなモチーフは古く14世紀のフラ＝■ス騎士物語に
までさかのぼり，その後ドイツにも通俗本のなかで広く読まれていた。ゲーテ
も子供のときにメルズィーネ伝説を読み，その後『詩と真実』にしるしている
ように，ゼーゼンハイムのあずまやで，学生のゲーテはフリデリーケ・ブリオ
ソに新しいメルズィーネの童話を物語ったりしている。しかしゲーテがr長い
あいだ頭のなかでもち廻っていた短い話や童話」を口述させたのは，1807年の
夏，カルルスバートに滞在中のことであった。r新メルズィーネ』はこのなか
に含まれており，はじめて印刷されたのは1816年の『婦人年鑑』のなかで，そ
の後r遍歴時代』のなかに最終的に組み入れられた。
　題名は古いメルズィーネ伝説のやきなおしのように見えるが・ゲーテは舞台
を14世紀から当時の時代へ移しかえている。従ってこのノヴェレの主人公は宮
廷の騎士ではなく，18世紀のごくありふれた市民の軽薄な若者で，小人の女の
ために小人になるが，その生活に耐え切れなくなってしまう主人公の考えはフ
リデリーケに対するゲーテの考え，あるいはずっと後年のクリスティアーネに
対するゲーテの態度を反映しているともいわれている。
　『危険な賭』
　この道化話もr遍歴時代』の第3巻の第8章に入れられているもので，最初
は1807年夏のカルルスバート滞在中に生れたr小さなロマンティックな話」の
一つであった。この初稿では結末がもっとこっけいなものであったが，r遍歴
時代』に敢り入れるときに，もっとまじめで，むしろ悲劇的ともいえる形に変
えたのである。
　『度をすごすなかれ』
　これもr遍歴時代』の第3巻の第10章にのせられているもので・無意味な結
婚の物語で，ある意味で老ゲーテが自分の周囲の杜会の結婚をどういうように
見ていたかを示すもので，ゲーテはダンテの『神曲』の地獄界のことを頭に入
れながら「地獄においてさえ，互いに相手から離れ去りたいと思っている者た
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ちが，裏切られた者と裏切著とが・こ和なにくっついて詰めこまれることはで
きなかったで奉ろう」という痛切な言葉でこの物語を結んでいる。
　このノヴェレは1821年に立案されたが，1825年6月27日の日記によると，こ
の頃ゲーテが口述させたことがしるされている。しかし最終的な形を取ったの
は1828年のことで，1829年の『遍歴時代』の第2稿にはじめて公刊された。
　『短篇小説』
　このノヴェレは前述したように，以上述べた作品とはことなり，どの枠組み
にも入れられず，独立したノヴェレとして書かれた唯一のものである。
　このノヴェレの主要モティーフである狩猟と，年の市の火災と，ライオソと
虎の話は，このノヴェレが完成した1828年よりも30年前，シラーとの協力時代
に，ゲーテは一度企てたことがあったのである。当時は『ヘルマソとドロテー
ア』（1797年）が完成したあとで，このなかから6脚韻の叙事詩を作り・それに
『狩猟』（Die　Jagd）という題名をつけようと考えたが，シラーとヴィルヘルム
・フンボルトにやめるように忠告されて，そのままになっていた。そして1826
年の夏『遍歴時代』の仕事にたずさわっていたときに，この企てをふたたび思
い出し，ノヴェレとして完成しようとした。1827年の1月中旬には，原稿の形
でエッカーマソに読んできかせるまでになり，1828年にr短篇小説』という題
名で公げにされたのである。
　短篇小説の本質は一体何であるかについては，すでにrドイツ亡命老の会
話』のなかでも，論ぜられてい乱そこではこの言葉の意味から考えて・新し
さという概念ぬきでは考えられたいことが述べられている。r新しいものが通
例重要なように思われ童す。なぜならそれはなんの関連もなしに驚きをよび起
し，わたしたちの想像力をしばらく働かせ，感情に軽くふれるだけで，思考力
を完全に落ちつかせます」と老人は語っている。しかしながらそれは「優雅さ
をいくらかもって」表現されなげればならず，「気のきいた転回」によって群
をぬき，「人間の本性とそのかくれた内面性を一瞬開く」ものでなげればなら
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ない。そして最後にこのような物語は，たとえ不可思議に近いことであっても，
真実であり・現実の事件という印象を与えることが期待されるのであ私
　ゲーテはこの狩猟の物語をジャンルの典型とみなしてr短篇小説』という題
名をつげたことは，エッカーマソとの対話のなかで明らかにされてい札すな
わち1827年の1月29日に，この物語の題名のことを論じ，全面的に満足させる
表題がみつからなかったので，次のようにいっているからである。
　「どうかね，われわれはこれに『ノヴェレ』という題をつけようではないか。
そもそも，ノヴェレとは例のない事件の生起にほかならない。これが本来の概
念だ。ドイツでノヴェレというタイトルをつけてまかりとおっている多くの作
品は，じつは決してノヴェレなどではなく，ただの物語か，どうよんでもいい
ようなものなのだ」と。
　r短篇小説』の舞台の時代ははなはだ漠然としか述べられていないが，フラ
ンス革命から1世代をへた当時の時代と考えられる。なぜなら領主の父親につ
いてr国家の当事者はすべて一様な活動と創造のなかで，おのおのがおもいお
もいに，獲得を先にして享楽は二のつぎにしなけれぼならないことが明白にな
った時代」を経験し利用したと書かれているからである。
　舞台になっている町や域もはっきりせず，人物も一般的に領主，領主夫人，
おじ，青年，ホノーリオ，画家，ライオンの番人の家族と書かれているだけで
あ乱従って人物が問題でなく，事件が問題なのであ乱
　詩的形象は晩年のゲーテによく見られるように，寓意と象徴的表現にみちて
おり，火と猛獣はおさえがたいものへの欲望を具体化し，笛と少年の歌はその
対立物である人問性のシ：■ボルである。そしてゲーテがみずからエヅカーマソ
にいうようにrおさえつけたり，克服したりすることのできないものは，力に
ょって無理にねじ伏せるよりは，愛情や敬度な感情の助げをかりて制御した方
がよい」というこの短篇小説の理念が示されるのである。ここに老ゲーテの中
心的な確信，無暴力と人類の再教育による平和への道が形象化されているとい
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ってよかろうo
4．結　　　語
　以上ゲーテのノヴェレのすべてを考察してきたのであるが，ゲーテがノヴェ
レの典型を提示しようとしたことや，ノヴェレは口頭での語らいのなかから生
ずるもので，グループの聴衆を前提とするというゲーテの短篇小説方法の特色
が明らかになった。しかしながら，その文学的価値という観点からみるならば，
ゲーテの戯曲や詩や長篇小説のそれとは比較することはできないであろう。事
実ゲーテのノヴェレはほかの作品ほど，世の評判にならず，『ドイツ亡命老の
会話』が出版されたときに，シュタイン夫人はrゲーテはもうまったくまじめ
に著作をしていないように思われます」と書いているほどである。しかしなが
ら，今日読み返してみても，玉石混清しているが・r弁護士』・r50歳の男』・
r短篇小説』のような作品は十分鑑賞に耐えるものであり，ドイツ文学史上に
その名を永遠にとどめることはまちがいないであろう。
注（ユ）1827年1月29目の項。
　（2）　『ドイツ文学におけるrノヴェレ」試論』（早稲田商学205号）。
　（3）シュライヤーマッノ、一の女友達で，彼女のサランは18世紀末に初期ロマン派の入
　　びとや，フィヒテ，フンボルト兄弟などの会合揚所になっていた。（1764－1847）
　（4）1804年に外爽官であったファルンノ・一ゲン・フォン・エンゼと結婚したo彼女の
　　サランはロマン派や青年ドイツ派のおちあう場所になっていた。（1777－1833）
　（5）T．Stammen：Goethe　und　die　Franzδsische　Revolution・
　（6〕Goethe：Noveuen　mit　Einleitmg　und　Er1直utmgen　von　Fritz　Bδttger．
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